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　地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として、交付されるものです。
　市政に関する調査研究、その他議会活動を共同して行うことを目的として、議長に結成を届け出た会派（所属議員が1人の場合を含む）に対して
交付されます。支給額は、議員1人あたり、年額300,000円（月額25,000円）です。　　　　　　　　　

単位（円）※令和5年4月に改選があったため、人数、交付額等に変更があります。         

※令和5年4月分～令和6年3月分の12か月分を交付していますが、深和会の人数は、令和5年4月までが3人、令和5年5月より2人となっています。
村川議員は令和5年4月までが一人会派で、4月に政務活動費を一か月分交付しています。          
          
          

政務活動費とは
令和５年度　政務活動費収支報告

なお、詳細は深谷市ホームページをご覧ください。

深谷市議会 政務活動費

15

　7月3日に新紙幣が発行されました。渋沢栄一翁肖像の一万円札はも
う手にされましたか。新札発行で盛り上がっている一方で、能登半島
地震から約半年。復興はまだまだです。渋沢栄一翁が言うみんなが幸
せに過ごせる社会になるといいですね。
　また、深谷市議会においても茂木一郎議長、今井慶一郎副議長に代
わり、新しく議長に角田義徳議員、副議長に福島秀樹議員が就任しま
した。令和6年第2回定例会では一般質問20名が行いました。
　この議会だよりをご一読いただけたら幸いです。　　　   山出　秀明

今号の表紙

［副委員長］［委員長］
［ 委 員 ］

佐久間　奈々
田島　秀興　福島　秀樹　八須　由憲
小林　　真　山出　秀明　繫　　由香

［編集責任者］

田口　英夫

 新一万円札発行記念「くす玉開き大作

戦」に議会も参加。八基オリジナル「栄

一翁締め」颯爽たる動画もぜひご覧くだ

さい。お祝いムード全開でも、議事はバ

ラエティ豊か。みなさんチェックよろし

くお願いします。

議長　角田　義徳
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 交付額（Ａ） 
 支出額（Ｂ） 
　　調査研究費等
　　研修費
　　広報費
　　広聴費
　　資料作成費
　　資料購入費
　　事務費

支
出
内
訳

3,300,000 
3,300,000 
2,887,303 

392,127 

20,570 

0 

75,000 
75,000 

75,000 
0 

550,000 
175,917 
116,087 

28,028 
31,802 
374,083 

825,000 
556,222 
131,209 
45,665 
203,651 

36,276 
139,421 
268,778 

550,000 
495,101 

495,101 

54,899 

550,000 
550,000 

550,000 

0 

550,000 
150,226 
115,226 

35,000 

399,774 

25,000 
25,000 

25,000 

0 

275,000 
275,000 
9,150 
34,000 
228,550 

3,300 

0 

会派名

※令和5年5月から
（12人）
深谷同志会

※令和5年4月まで
（3人）
深和会

※令和5年5月から
（2人）
深和会

※令和5年5月から
（3人）
公明党

※令和5年5月から
（2人）
日本共産党

令和5年5月から
（2人）
小林ミルク

令和5年5月から
（2人）
元氣会

※令和5年4月まで

村川　徳浩
※令和5年5月から　

小泉　誠
（人数）

差引額（ AーB ）
（市への返還額）

項　目 内　容 主な例

調査研究費等

研修費

広報費

広聴費

資料作成費 

資料購入費 

事務費

支出項目の内容について

会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関
する経費や調査研究その他の活動のために必要な先進地調査又は現地調
査に要する経費です。    

資料印刷費、調査委託費、文書通信費、交通費、旅
費、宿泊費、車借上料、ガソリン代等

講師謝金、会場費、交通費、宿泊費、参加費等

広報紙・報告書等印刷費、会場費等

資料印刷費、会場費、文書通信費、交通費等

書籍購入費等

印刷製本費、翻訳料、事務機器購入費、リース料、
コピー代等

備品購入費、文具代、事務機器購入費、コピー代
等

会派が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の
参加に要する経費です。    

会派が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費です。  

会派が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取（ア
ンケート）、住民相談等の活動に要する経費です。    

会派が行う活動に必要な資料作成に要する経費です。  

会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費です。 

会派が行う活動に係る必要な備品、文具、消耗品等購入、通信等に要する
経費です。    


